
                  

   

三
月
八
日(

水)

、
第
二
回
夕

鶴

の
里

運

営

協

議

会(

川

合

ひ

さ
子
会
長)

が
開
催
さ
れ
、
、
令

和
四
年
度
に
行
わ
れ
た
事
業
等

の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 

令
和
四

年
度
に
行
わ
れ
た
事

業
並
び
に
関
連
事
業
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

 

◇
夕
鶴
の
里
友
の
会
総
会 

 
 

 
 

 

四
月
十
七
日
（
日
） 

  

           
 

 
 

 
 

 
 

 

◇
第
二
十
二
回 

「
語
り
部
養
成
講
座
」 

 
六
月
～
七
月
（
四
回
開
催
） 

（
大
人
八
名
・
小
学
生
四
名
・ 

保

育

園

年

長

一

名

受

講

） 

              

◇
夕
鶴
の
里
友
の
会
研
修
旅
行 

 
 

 

六
月
四
日
（
土
） 

 

『
か
み
の
や
ま
温
泉
物
語
と 

伝
説
を
訪
ね
て
』 

 
 

 

◇
語
り
部
養
成
講
座
講
演
会 

 
 

 

七
月
十
日
（
日
） 

 
 

 
 

講
師
： 

島
貫
貞
子
さ
ん 

 
          

◇
第
十
九
回 

 
 

 

民
話
の
「
語
り
駅
伝
」 

 
 

 
 

九
月
十
一
日
（
日
） 

 ◇
フ
ィ
ー
ル
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 
 

 

民
話
語
り
部
体
験
講
座 

 

十
月
～
十
一
月
の
週
末
四
日
間 

 
 

山
形
大
学
地
域
教
育
文
化
学
部 

三
年
生
十
四
名
受
講 

         
     

 
 

 

◇
第
二
十
一
回
「
民
話
ま
つ
り
」 

 
 

 

十
月
二
日
（
日
） 

 
 

 

午
前
の
部
・
午
後
の
部 

（
二
回
口
演
） 

 
 

民
話
会
ゆ
う
づ
る
会
員
二
名
に
よ 

る
語
り
と
、
ゲ
ス
ト
の
多
勢
久
美
子 

さ
ん
に
よ
る
語
り
＆
ト
ー
ク 

   
 
  

       
 ◇

友
の
会
会
員
交
流
会 

 
 

 

十
一
月
十
三
日
（
日
） 

 
 

 

会
場
：
夕
鶴
の
里 

伝
統
文
化
研
究
室 

 

◇
昔
の
あ
そ
び
体
験 

 
 

 

七
月
・
九
月
・
十
一
月
・
一
月 

 ◇
民
話
口
演
事
業 

（
二
月
末
時
点
） 

 

民
話
口
演

451
回 

 

出
前
口
演

23
回 

 
  

 

令
和
四
年
度 

事 

業 

報 

告 

第
二
回 

夕
鶴
の
里
運
営
協
議
会 



日
時
：
四
月
十
六
日
（
日
）
午
前
十
時 

場
所
：
夕
鶴
の
里 

語
り
部
ホ
ー
ル 

 

☆
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 企
画
展 

◆
近
代
の
お
食
事
展 

 
 
 

九
月
七
日
（
水
）
～ 

令
和
五
年
一
月
二
十
八
日
（
土
） 

 

◆
夕
鶴
の
ひ
な
飾
り
展 

 
 

 

令
和
五
年
二
月
一
日
（
水
）
～ 

五
月
七
日
（
日
） 

 

関
連
事
業 

 

◆
お
き
た
ま
語
り
部
の
会
交
流
会 

 
 

 

六
月
十
九
日
（
日
） 

 
 

会
場
：
夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 

語
り
： 

九
団
体
よ
り 

一
名
ず
つ
出
演 

 
 

寸
劇
： 

平
野
昔
語
り
の
会 

 

◆
第
十
回 

 
 

 

南
陽
こ
ど
も
芸
術
祭
へ
の
参
加 

 
 

 
 

 

十
一
月
二
十
七
日
（
日
） 

会
場
：
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う
ホ
ー
ル 

 

 
 

 
 

 

「
夕
鶴
っ
子
の
会
」
五
名
出
演 

 体
験
学
習 

（
二
月
末
時
点
） 

◆
機
織
り
体
験

230
名 

 

令
和
四
年
度
も
残
り
わ
ず
か

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
多
く

の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
年
度
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

      

二
月
十
二
日
（
日
）
、
静
岡
県

か
ら
の
団
体
『
す
ま
い
る
ツ
ア
ー
』

様
が
ご
来
館
さ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
ご
来
館
予
定
で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
残
念
な
が

ら
中
止
と
な
っ
た
為
、
今
回
の
訪

問
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た

と
の
こ
と
で
し
た
。 

午
後
三
時
頃
に
バ
ス
が
到
着
。 

全
員
で
民
話
の
語
り
を
聴
い
て
い

た
だ
き
、
そ
の
後
は
資
料
館
を
自

由
に
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

お
帰
り
の
際
に
は
、 

「
方

言

で
の
語
り
が
、
な
ん
と

も
味
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
」 

「
雪
景
色
も
綺
麗
で
、
来
て
良

か
っ
た
」 

等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
お
客
様
の
中
に
は
、
お

土
産
に
お
渡
し
し
た
妹
背
鶴
を

興
味
深
く
ご
覧
に
な
り
、 

「
孫
と
一
緒
に
折
っ
て
み
た
い
」

と
、
折
り
方
を
質
問
す
る
女
性

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、 

穏
や
か
な
冬
の
ひ
と
時
を
楽
し
ま

れ
た
ご
様
子
で
し
た
。 

 

              

二

月

一

日

（
水

）
よ
り
企

画

展

「
夕
鶴
の
ひ
な
飾
り
展
」
が
好
評
開

催
中
で
す
。
ぜ
ひ
夕
鶴
の
里
に
足
を

お
運
び
い
た
だ
き
、
可

愛
ら
し
い
お

雛
様
や
ひ
な
飾
り
を
見
な
が
ら
、
ゆ

っ
た
り
し
た
時
間
を
お
過
ご
し
下
さ

い
。 

 

展

示

は
五

月

七

日

（
日

）
ま
で
で

す
。 

           

   

二
月
二
十
二
日
（
水
）
、
南
陽

市
商
工
観
光
課
様
よ
り
、
冬
の

あ
っ
た
回
廊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環

と
し
て
、
啓
翁
桜
四
十
本
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

語
り
部
ホ
ー
ル
や
角
卓
等
に
飾

ら
せ
て
い
た
だ
き
、
一
足
早
い
春

の
訪
れ
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

本
当
に
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

      
 

企
画
展 

すまいるツアーの皆様。民話の

世界に惹き込まれていました。  

夕
鶴
の
ひ
な
飾
り
展 

 
 

 

好
評
開
催
中 

夕
鶴
の
里 

友
の
会
総
会
の
お
知
ら
せ 


